
 

 1

 

双葉郡子供未来会議の今後の実施予定について 
 

平成２６年２月２７日 

 
 
１．これまでの開催実績 
 

開催回 日 時 目  的 ・ 内  容 

参考 平成 25 年 3 月 31 日（日） 
福島市 

ビジョンの検討のための当事者の意見

収集を目的として、公募で参加した小中

高生、保護者、教職員等による対話を実

施 

第一回 平成 25 年 9 月 23 日（月） 
いわき市 

ビジョンの共有と、ビジョン具体化のた

めの当事者の意見収集を目的として、公

募で参加した小中高生、保護者、教職員

等による対話を実施 

第二回 平成 25 年 10 月 13 日（日） 
会津若松市 

ビジョンの共有と、ビジョン具体化のた

めの当事者の意見収集を目的として、公

募で参加した小中高生、保護者、教職員

等による対話を実施 

第三回 平成 25 年 10 月 26 日（土） 
郡山市 

ビジョンの共有と、ビジョン具体化のた

めの当事者の意見収集を目的として、公

募で参加した小中高生、保護者、教職員

等による対話を実施 

第一期 
報告書検討会 

平成 25 年 12 月 23 日（月） 
郡山市 

会議結果報告書作成のために、これまで

の会議に参加した高校生による報告書

検討会議を実施 

第四回 平成 26 年 1 月 13 日（月） 
いわき市 

ビジョンの共有と、ビジョン具体化のた

めの更なる当事者の意見収集を目的と

して、サテライト高校 4 校の生徒による

対話を実施 

第五回 平成 26 年 1 月 24 日（金） 
郡山市 

ビジョンの共有と、ビジョン具体化のた

めの更なる当事者の意見収集を目的と

して、郡内小中学校教職員による対話を

実施 

第六回 平成 26 年 2 月 19 日（水） 
広野町 

ビジョンの共有と、ビジョン具体化のた

めの当事者の意見収集を目的として、広

野町や楢葉町の小中学生や、公募で参加

した高校生、保護者、教職員等による対

話を実施 
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２．第７回双葉郡子供未来会議の実施予定について 
 

日 程： ３月中旬～下旬（調整中） 

対 象： 公募 

会 場： 未定（郡山市・いわき市など） 

内 容： これまでの開催で得られた意見の更なる具体化を目的として実施。個別の論点につ

いて検討を深めるとともに、報告書の取りまとめにつなげる。 

 

具体的内容案① 
今までの双葉郡子供未来会議で話し合われた内容と、双葉郡教育復興ビジョン推進協

議会の内容のすり合わせを行う。具体的には「ふるさと創造学での取組内容」「町村横

断での絆づくりの場の具体的プログラム」「双葉郡の地域総がかりでの教育復興推進体

制の中で、保護者・地域・生徒会・学校等が担う役割」等の各論を深めて行く。 
 
具体的内容案② 
今までの双葉郡子供未来会議で話し合われたテーマについて、議論を深め、まとめる。

具体的には、これまでの子供未来会議で挙げられたキーワード毎にグループで議論を

深め、報告書の素案を作成する。 

 

３．平成２６年度の双葉郡子供未来会議の実施の方向性について 
○ 平成 26 年度は、ふるさと創造学をはじめとして、町村連携による具体的な教育復興の取組

が始まることとなる。また、中高一貫校の具体化も加速していく。一方で、継続して双葉

郡子供未来会議に参加している生徒たちは、次のステップへ進むことを求めている。 

○ 上記を踏まえ、これまでの「ビジョンの共有と、ビジョン具体化のための更なる当事者の

意見収集」を目的とした実施から、より具体的なイメージ（教育復興ヴィジョンに基づく

斬新な授業カリキュラムや、他に類をみない学校行事のあり方等）を立案することや、具

体的な取組との連動を生み出す目的へと、ステップアップすることが求められる。 

○ 具体的には、下記のような方向性が考えられる。 

1. 「ふるさと創造学」や「双葉郡生徒会サミット」の一環として実施 

2. 「町村横断での絆づくりの場」の企画検討の一環として実施 

3. 「双葉郡の地域総がかりでの教育復興推進体制」の運営の一環として実施 

4. 教職員による「アクティブラーニングのカリキュラム研究」の一環として実施 

5. その他 

以上 

参考：「双葉郡子供未来会議」の第４回以降の目的について 
 
○ 第一回から第三回まではビジョン共有期と捉え、参加者から当事者になるため

の助走期間とすることを目的としていたが、会議自体は、成功裏に終わったも

のと考えている。ただし、未だ双葉郡の多くの子供達に未だリーチできていな

い状況にあるほか、保護者や教師、地域の人々など、子供達以外にもより深く

共有していくことが必要である。 
○ ここまでの議論を踏まえて、今後のビジョンの具体化や学校運営につなげるた

めに、さらに議論を深めて行くことが求められる。 
○ 子供未来会議に参加する子供たちや保護者等と対話を重ねながらともに創り

あげていく取組として継続的に実施していくことが必要である。 
 

（第二回双葉郡教育復興ビジョン推進協議会「資料３」抜粋） 


